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神経科学研究への支援拡大を目指して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本神経科学学会会長　津本忠治

　このニュースが会員の皆様のお手元に届くころは 1 月も末近くになっていると思いますが、これ

が本年の第一号ですので、昨年の活動にたいする簡単なご報告と研究費問題に対する所感を述べさ

せていただきます。

　まず、昨年の 3 月号でお知らせ致しました新理事会やその下に設置した新しい委員会が非常に活

発にまた効果的に活動したことをご報告したいと思います。特に、宮下大会長のリーダシップの下

に企画、実施された昨年の年次大会は大変な成功でした。3000 人以上の神経科学研究者が参集した

こともさることながら、かなりの数の若手研究者が海外より参加し日本神経科学大会が真に国際化

する第一歩を踏み出した記念すべき大会であったと思います。また、広報委員会も活発に活動し、

特にホームページ編集小委員会の献身的な尽力のお陰で、ホームページが素晴らしくモダンな形に

一新し、メーリングリストも整備されつつあります。さらに、後述しますように、対外広報小委員

会は新しい試みを開始し、動物実験・倫理委員会は直面した種々の問題に迅速にベストの対応をし

てきました。国際化に関しては、入会手続きの英語化では進展がみられましたが、本ニュースを含
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めて広報内容の英語化に関しては課題が残され

ていますので今後国際対応委員会を中心として

検討が進むものと思われます。

　本年は 7 月に京都で第 29 回大会が開催されま

すが、本ニュースの記事にありますように木村

實大会長のもと着々と準備が進み、昨年以上の

盛会になることが期待されます。この京都大会

では、河田光博プログラム委員長のご提案で

「脳科学の研究費を考える：研究費はどのように

決められ、どのように使われるべきか」という

特別企画のシンポジウムが計画され小生も意見

を述べることを依頼されました。このようなシ

ンポジウムは初めてですのでどのような意見が

出てくるか大変期待していますが、この機会に

小生が研究費について常日ごろ感じていること

の一端を以下に述べたいと思います。もし、こ

の問題に関してご意見がありましたら、いつで

も結構ですので、小生あて

(tsumoto@brain.riken.jp)お知らせ下されば幸

いです。

神経科学研究の重要性を訴えよう

　昨年末の新聞報道によると平成 18 年度から 5

年間の予定でスタートする第 3 期科学技術基本

計画に政府は「約 25 兆円」という数値目標を決

めたとされます。財務省が科学技術も例外では

ないとして削減のフリーハンドを確保したい思

惑から数値目標の設定に難色を示していたが、

それを押し切る形で決着したといいます。研究

者にとってこれは良いニュースかもしれません

が、よく考えてみると第 1 期が 17 兆円、第 2 期

の目標が 24 兆円であったことから、今まで右肩

あがりで増えた科学技術予算がほぼ横ばいにな

ることを意味していると思われます。このよう

な状況の中で神経科学に対する財政的支援はど

のようになるのでしょうか?

　昨年、文部科学省ライフサイエンス委員会に

提出された資料によりますと、政府全体の科学

技術関係予算の中でライフサイエンス関係の予

算は約 20-21％を占め、平成 16 年度まで着実に

増えてきました。神経科学関係の予算も先達の

先生方の努力もあり、ライフサイエンスの中で

重要な一角を占めてきました。ただ、そのよう

な状況の中で、がん、ゲノムを始めとして免疫

学や、基礎生物学等、ライフサイエンスの各分

野間でパイの取り合いが激化し、この競争に神

経科学はここ 2,  3 年必ずしも成功してこなかっ

た感があります。例えば、文部科学省の科学技

術振興調整費や科学技術振興機構 (JST) の戦略

的創造研究推進事業のように大型研究に関して

は神経科学関連予算は平成 12、13 年をピークと

して現在は半減していると言われています。見

方によっては、神経科学は危機的状況にあると

云えます。

　このような状況を打破し、大幅に増えたポス

ドク等若手研究者が独立して活躍できるポジ

ションの開拓、研究費の確保等の問題を解決し、

神経科学をめざす大学院生や若者をさらに増や

すためには、なみなみならぬ努力と新規かつタ

イムリーな企画が必要と思われます。日本神経

科学学会としましても、日本の科学技術政策の

動向を充分に把握するとともに、神経科学研究

に対する財政支援を増やし、神経科学研究を促

進するために、以下のような観点から種々の活

動を展開していきたいと思います。その場合、

科学技術政策の決定に影響を与える因子は 1)メ

ディアを含めた一般社会、2)研究者コミュニ

ティー、3)文部科学省や総合科学技術会議等の

政策決定機構、と階層的になっている、との認

識のもとに各階層への並行した働きかけが重要

と思われます。ただ、後述しますように個々の

神経科学研究者の努力も重要ですので、会員に

おかれましては、機会のあるたびに声を大にし

て神経科学の重要性を訴えていただきたいと思

います。

一般社会への働きかけ－アウトリーチ活動

の重要性

　ここでは、「研究費は税金でまかなわれている

のだから研究成果を一般社会へ解かり易く解説

する説明責任がある」との紋きり型の、抽象的

な議論を展開するつもりはありません。むしろ、

後述しますように、科学技術政策に直接関与す

る人たちが、最近は、メディアや一般の人たち

の関心、或いはその動向に非常に敏感になって

いることに留意すべきと思われます。したがい

まして、一般のひとの神経科学への関心を増や

し、神経科学研究の重要性を理解してもらい、

ひいてはそれが科学技術政策に反映するように

するというのが正道だと思われます。

　そうはいっても、研究者としては、重要な研

究結果が得られた場合、まずメジャーなジャー

ナルへ掲載し世界中の研究者コミュニティーに

周知させることが最優先であることは当然でしょ
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う。ただ、上述しましたように、現在はそれに続

いてメディアを介して、近隣サイエンス分野や一

般社会への広報が求められています。十数年前ま

では、そのような広報活動は、研究者にとっては

いわば邪道と考えられていたように思います。し

かし、時代は変わりました。科学的に優れた成果

を挙げることが基本的に重要なことですが、それ

に加えて広報や情報発信にもご留意いただきたい

と思います。各大学や研究機関にはメディアへの

広報を担当する部門があると思いますが、日本神

経科学学会としても神経科学における研究成果の

意義と重要性を積極的に発信していきたいと思い

ますので、そのような成果が出た場合には学会事

務所(office@jnss.org)へご一報下さい。対外広報委

員会で対応したいと思います。

一般社会には科学的に正しい情報を伝え

よう

　上述しましたように、科学技術政策を神経科

学研究の方へ動かす一つの力はメディア及び一

般社会の理解や動きにあると思われます。この

ような観点に基づいて、対外広報委員会では年

次大会における興味深い発表を新聞やテレビ等

の報道機関にリリースするという活動を昨年か

ら開始しました。本年はさらに、神経科学にお

ける研究成果の意義と重要性を積極的に発信し

ていくことを考えています。また、一般市民や

高校生に対する広報活動もNPO 法人「脳の世紀

推進会議」と連携しながら推進することを検討

したいと思っています。

　ご存知のように最近「脳」をタイトルに入れ

た「似非脳科学」「とんでも脳科学」的な書籍が

本屋の店頭に並んでいます。このような論理の

飛躍した本は研究者としては、相手にしない、

或いは放置しておけば良いとの見方もあるかも

知れません。しかしながら、著者の研究ですべ

てが解かったように書かれ、それがまた間違っ

ている場合は基礎的な神経科学研究の重要性の

理解を減弱させ、また神経科学に対する信頼性

を損なうといった種々のマイナス効果を生み出

すと思われます。したがいまして、できるだけ

多くの機会を利用して間違いを正し、科学的に

正確な情報を一般社会へ発信するよう努力した

いものです。

科学技術政策へ積極的に意見を述べよう

　我が国の科学研究に対する政府からの財政支

援にはトップダウン的に目標やプロジェクトが

決まるものと科学者が自由な発想に基づいて申

請するボトムアップ的なものがあるといわれて

います。ただ、トップダウンといっても行政官

僚等が勝手に決めるわけではなく、ライフサイ

エンス委員会等の関係する委員会に諮問したり

して科学者の意見を聞いた上で決定するという

プロセスがとられるようです。したがいまして、

このような立案に関係する委員会の関係者に神

経科学の重要性をよく理解してもらうことが非

常に重要だと思われます。さらに最近の傾向と

して、総合科学技術会議が第 3 期科学技術基本

計画の策定にあたって行ったように、パブリッ

クコメントの募集が行われるようになりました。

日本神経科学学会でも、動物実験に関する施策

へのパブリックコメント募集に対しては、動物

実験・倫理委員会が積極的に対応してきました。

今後ともこのような機会があれば迅速に組織的

に対応したいと思いますが、会員諸氏におかれ

ましても、そのような機会があればそれを逃さ

ずに意見具申を行って下さるようお願い致しま

す。また、科研費のようなボトムアップ的なも

のでも最近審査制度がプログラムオフィサー制

度等の採用で変わってきました。学会としまし

ても、新しい科研費審査制度へ神経科学研究者

の関与を如何に促進するかを検討したいと思い

ます。

アンケート等の調査では神経科学研究の

重要性を強調しよう

　トップダウン的な研究プロジェクトは、上述

しましたように、特定の委員会や人物の恣意的

な意向で決まるわけでは必ずしもなく、最近は

種々の調査に基づいた客観的数字やデータをも

とにプロジェクト提案がなされることが多いと

思われます。例えば、そのような調査の一つに、

文部科学省科学技術政策研究所科学技術動向研

究センターが多数の現役研究者を相手に行って

いる「社会・経済ニーズ調査」があります。こ

の調査は 10 年後、20 年後、30 年後に想定され

る社会像をもとに今後の重要研究課題や重要研

究分野を聞く一種のアンケート調査で、科学技

術領域の優先順位づけに参考となるデータを提供
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しようとするもののようです。昨年行われたこの

アンケート調査の結果は、実際に、科学技術政策

立案プロセスに一定程度影響を与えたように思わ

れます。また、ＪＳＴも研究戦略開発センターに

おいて「今後重要となる研究開発分野、領域、課

題およびその推進方法等の系統的抽出」と称して

研究者へのインタビューやアンケート調査を行っ

ているようです。

　小生自身にも経験があるのですが、そのよう

なアンケートや面談に時間を割くのは研究者と

しては時間の無駄のような気がして無視してし

まうことがあるかと思います。しかし、神経科

学研究者の多くが返事をしないのに他の分野の

研究者が多数返事をしたとすれば、神経科学の

重要性を指摘する答えの数が相対的に減り、神

経科学は他分野よりプライオリティーの低い分

野であるような数字が出てくる可能性がありま

す。したがいまして、アンケート調査を受けた

場合、無視せずに答えていただきたいと思いま

す。

　ただ、アンケート調査にも民間企業によるも

の等種々雑多なものがあり、全てに真面目に対

応すると時間の無駄になるかもしれませんが、

少なくとも文科省科学技術政策研究所やＪＳＴ

の研究開発戦略センター等が企画し民間に委託

して実施する調査に関しては無視せずに積極的

に対応し、神経科学研究の重要性を強調してい

ただきたいと思います。

　以上、研究遂行の妨げになるようなことばか

り申し上げてきましたが、良い成果を挙げるこ

とが最も肝要であることは間違いありません。

しかし、そのためには、研究費を獲得すること

が必要です。そのような財政的支援を得る機会

を増やすためには研究活動の何パーセントかを

広報活動に当てるべき時代となっています。最

後に、繰り返しになりますが、広報の前に伝え

るべき新発見がなければ話になりません。会員

諸氏の研究がこの 2006 年に益々発展し、そのよ

うな新知見が得られることを祈ります。

Neuroscience 2006

第 29回日本神経科学大会　

演題募集開始・事前参加登録

開始しました

演題登録

締切：2006 年 2 月 13 日(月) 12：00

事前参加登録

締切：2006 年 5 月 31 日(水) 12：00

日本神経科学学会　会員各位

第 29 回日本神経科学大会(Neuroscience 2006)

は、2006 年 7 月 19 日(水)～ 21 日(金)に京都国

際会館で開催します。是非参加いただき、新し

く緊密な情報交換をとおして研究を発展される

ことを期待します。第 29 回大会は以下のように

新しい、魅力的な大会を目指します。

・40 を超えるシンポジウム企画の 6 割以上に外

国人(外国在住の日本人を含む)講演者

・アジア諸国を中心に、若く活発な研究者の参

加・発表をTravel Awards で支援(40 件程度)。

・神経回路、分子、システム神経科学に加えて、

臨床神経科学の企画の充実

・WEBによる大会プログラム、抄録情報の検索

システム

・大会会場での無線LANの利用

・サテライトワークショップ、シンポジウムの

開催

本神経科学ニュースに同封して、演題募集要

項・参加登録要綱の冊子をお届けします。演題

募集・参加事前登録の締め切りは上記の通りで

す。演題募集要領・参加登録要領の PDF ファイ

ルは大会ホームページ(ht tp : //

www.congre.co.jp/neuro2006/)の演題募集要領

欄からもダウンロードできます。英語版募集要

項は、ホームページの英語のサイト(ht tp : //

www.congre.co.jp/neuro2006/english/

index.html)に掲示しております。

登録手続きは大会ホームページ(上記)よりお願

いいたします。登録には会員番号が必要です。

会員番号は「神経科学ニュース」郵送時の宛名

ラベル、あるいは電子メールによる大会のアナ

ウンス(メールマガジン)冒頭に記載された 10 桁

の番号です。ご自分の会員番号が不明な方は学
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会事務局(office@jnss.org)までお問い合わせくださ

い。

演題募集要領・参加登録要領にてご案内いたしま

したように、第29回大会の参加費は28回大会よ

り1,000円の値上げ(大学院生会員参加費は据え置

き、学部学生参加費は無料)をお願いしたく存じま

す。28回大会に続く値上げとなり誠に恐れ入りま

すが、大会の規模が拡大している一方、参加費収

入が全収入の40％を下回る状況がまだ改善されて

おらず、大会の充実にとって財務の健全化が欠か

せません。もとより、参加費外の収入確保の努力

をいたしますと共に、大会支出の見直しと削減を

はかることは当然であり、大会組織委員会として

鋭意努力を続ける所存です。また、前回大会に引

き続き、郵便振替、クレジットカード決済、コン

ビニ決済による参加費の納入や、WEBによる大会

プログラム、抄録情報の検索システムの導入、大

会会場での無線LANの利用など、学会員の利便

性の向上のために努力いたします。なお、研究成

果発表のための大会参加費は科学研究費補助金な

どによる支払いが可能です。手続きについては所

属の事務担当者にご確認ください。

専門的なトピックスを対象としたシンポジウム

やワークショップと対照的に、この大会では研

究分野や研究戦略・手法の異なる多くの研究者

や仲間に出会うことができます。そのような出

会いと、新しいそして緊密な情報交換は大会に

参加する会員にとって研究を発展させる有力な

手段です。夏の京都は暑い日が続きますが、多

くの神社仏閣や祇園祭などの伝統文化の地で、

出会いと情報交換を深めていただきたいと思い

ます。大会が研究の発展と研究環境の改善に一

層役立つよう努力いたしますので、多数の学会

員の皆様のご参加をお願いいたします。質問や

提案などは大会事務局(neuro2006@congre.co.jp)

までお問い合わせください。

第 29 回(2006 年)日本神経科学大会

大会長　木村　實 (京都府立医科大学医学研究

科 )

プログラム委員長　河田光博　(京都府立医科大

学医学研究科)

実行委員長　中川正法　(京都府立医科大学医学

研究科)

実行委員長　伏木信次　(京都府立医科大学医学

研究科)

実行委員 福山秀直　(京都大学医学研究科)

会員からの声

神経科学会の奨励賞等の「年齢制限」を

「研究経歴期間の制限」に変更すべき

            　ハーバード大学脳科学センター

　　　　　　　　　　　山形方人

日本神経科学学会奨励賞募集要項には、以下のよ

うな制限がある。

「3 年以上の会員歴を有する満 37 歳以下(平成 18

年 12 月末日時点)の日本神経科学学会の会員を対

象とします。」

現在策定中の「第 3 期科学技術基本計画」におい

ては、人事において「性別、年齢、国籍等を問わ

ない競争的な選考」といった表現が盛り込まれる

など、年齢差別についての意識が高まってきた。

この意識は、米国においては雇用などにおいて年

齢差別をすることが「違法」であるとされている

ことからもわかるように、諸外国においては、極

めて重要なものとなっている。ところが、我が国

の諸学会の若手向けの奨励賞の多くには、「年齢」

の制限が付いている。

　イノベーションを中心とした科学技術の発展に

とっては、性別、国籍、更に経歴を問わない多様

な人材を登用し活躍の場を与え、相互作用させる

ことが重要である。多様な科学的・文化的背景が

優れた研究を涵養するとの認識は、異分野間の相

互作用が、多くのブレークスルーをもたらす神経

科学の領域においては特に重要である。年齢制限

を設けると、中途で経歴を変更したりした多様な

経歴を持つ人材に不利となりやすいのは論を待た

ない。米国の神経科学会 S o c i e t y  f o r

Neuroscienceにおいて、奨励賞に相当するYoung

Investigator Awardでは、「The prize is awarded

each year at the Society's Annual Meeting to

an outstanding neuroscientist who has received

an advanced professional degree within the

past 10 years.」、つまり「学位取得後 10 年」と

いう経歴の制限規定を設けている。

しかし、こういうものを突然変えるとなると、あ

る特定の人に賞を与えるのが目的というような話
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になって、問題化する可能性が高い。他の学会も、

同じような規定を持っているので、生物科学学会

連合などの場で、変更することを検討したらどう

だろうか。特に、国内学会のNPO法人化への動き

の中での学会のあり方の見直しのひとつとして検

討していただきたい。

以下は、生物科学学会連合に所属するいくつかの

学会の奨励賞についての年齢制限を列挙したもの

である。

－日本神経化学会奨励賞

本会の会員歴 3 年以上、研究歴 3 年以上で、本会

で積極的に発表した実績を持ち、平成 17 年 4 月 1

日現在で満 40 歳未満の方。

－日本生化学会奨励賞

日本生化学会奨励賞は，本会会員のうち生化学の

進歩に寄与する顕著な研究を発表し，なお将来の

発展を期待し得るものに授与する．ただし研究業

績はその主要な部分が国内で行なわれたものに限

る．受賞者は授賞の暦年度の10 月 1 日において満

40 歳未満のものとする．

－日本分子生物学会三菱化学奨励賞

 分子生物学の進歩に寄与する独自にして独創

的・革新的な研究を発表し、将来の発展を期待し

得る研究者。締切日現在において原則として満40

歳未満で、本学会員歴 5 年以上の研究者を対象と

する。ただしキャリアによっては 40 歳以上も対

象とする。また研究業績の主要な部分が国内で行

われたものに限る。

－日本植物学会

当該年の 4 月 1 日に 3 年以上連続して本会会員で

ある者。奨励賞においては当該年の 4 月 1 日にお

いて満 40 歳未満の者。若手奨励賞においては当

該年の 4 月 1 日において満 32 歳未満の者。

なお、動物学会、生態学会は、年齢についての制

限がある奨励賞は持たない。

－日本動物学会

 奨励賞とは、活発な研究活動を行い将学会賞選

考委員会来の進歩発展が強く期待される若手研究

者に贈られるものである。受賞資格は本学会会員

である者。

－日本生態学会

すぐれた研究業績を持ち，生態学の発展に大きな

貢献をしている本学会の中堅または若手会員に対

して，その研究業績を表彰することによりわが国

の生態学の一層の活性化をはかるため学会奨励賞

(日本生態学会宮地賞)を設ける．

日本生態学会宮地賞(以下宮地賞という)は，本学

会員で，生態学の優れた業績を挙げた，自薦によ

る応募者もしくは本学会員により推薦された者の

中から，以下に述べる選考を経て選ばれた者に授

ける．なお，授賞は毎年 2 名以内とする．

奨励賞のあり方について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本神経科学学会

　　　　　　　　　　　会長　津本忠治

日本神経科学学会では以前より奨励賞のあり方に

ついて検討してきましたが、山形方人会員から上

述のような意見が寄せられました。このご意見は

年齢制限の妥当性、他の学会との整合性等、重要

な問題を提起していますので、日本神経科学学会

でも執行委員会及び理事会で検討する予定です。

その検討経過、結論等は追って本ニュースでお知

らせしたいと思います。

2006 年神経科学学会
男女共同参画推進シンポジウム

「神経科学における男女共同参画
はどうあるべきか？」に向けて

                    男女共同参画推進委員会

　                          小田洋一（名大）

昨年 10 月ついに日本神経科学学会にも，「男女共

同参画推進委員会」が正式に発足しました（男女

共同参画学協会連絡会に第 25 番目の学協会とし

て加盟）．委員長は平田たつみさん（遺伝研），現

在の委員は大隈典子さん（東北大，男女共同参画

学協会連絡会会長も務められています），富永真

琴さん（生理研），西真弓さん（京都府医大）と

私（名大）です．男女の区別なく神経科学の研究

者・教育者がそれぞれの個性と能力を発揮できる

環境づくりを目指して活動することがこの委員会
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の使命と考えています．昨年10月7日には男女共同

参画学協会連絡会第3回シンポジウム（於：お茶の

水女子大）に平田委員長，大隈委員とともに参加い

たしました．学生や大学院生の女性比率に比べると

就職後の研究者の女性比率がはるかに低い現実をあ

らためて知らされたと同時に，塩満典子内閣府男女

共同参画局課長から紹介された「社会のあらゆる分

野において，2020年までに指導的地位に女性が占め

る割合が，少なくとも30% 程度になるよう期待す

る．そのため，政府は積極的に女性の登用等に取り

組むとともに，各分野においてそれぞれ目標数値と

達成期限を定めるなどのポジティブ・アクションを

講じることを奨励する」という男女共同参画推進本

部（本部長：内閣総理大臣）の方針などに，男女共

同参画推進運動の胎動を感じました．

さて，神経科学学会での男女共同参画推進委員会の

発足に際して，多くの学会が男女共同参画活動に取

り組む中で，神経科学学会だからこそ必要とされる

活動とは何なのか，をテーマにした第１回シンポジ

ウム（下記）を2006年神経科学学会大会（京都）で

開催いたします．最近，男女共同参画および科学技

術基本計画が相次いで改定され，女性研究者の育

成・登用のための新たな施策がいくつか打ち出され

ています．本シンポジウムでは，このような皆さん

に役立つ情報提供を行いつつ，神経科学における男

女共同参画活動の今と将来について考えてみたいと

思います．

また，男女共同参画の現状の問題点や解決策およ

び提言を広く学会員の方々に伺い，その調査結果

を踏まえてシンポジウムの中で議論する予定で

す．つきましては，皆様がこれまで経験されたご

苦労と対応，現状の問題点やその解決策または学

会や政府に対する提言を募集いたします．神経科

学学会会員ホームページ http://www.jnss.org/

member/member.phpに「男女共同参画意見箱」を

設置いたしましたので，この中にご自由にお書き

込みくださるようお願いいたします（無記名可）．

多くの方から寄せられる問題点の指摘と解決に向

けての提言が，これから男女共同参画推進を支え

ていくものと確信します．皆様の回答と活発なご

意見やご提言をお待ちいたしています．

記．

第１回男女共同参画推進シンポジウム

（主催：神経科学学会男女共同参画推進委員会）

タイトル：「神経科学における男女共同参画はど

うあるべきか？」

開催日程：第29回神経科学学会大会 Neuro2006 第

2日

シンポジスト：平田たつみ「男女共同参画がもたら

した研究環境の変化」

小田洋一「神経科学学会員の現状と要望」

大隅典子「男女共同参画学協会会長あいさつ」

「統合脳・プロテオミクス教育

研究講演会」レポート

神戸大学大学院医学系研究科

葛西秀俊

2005年 11月 24－ 25日に行われた「統合脳・プロ

テオミクス教育研究講演会」に参加しましたので、

その中身について簡単に報告します。会場は自然

科学研究機構の岡崎コンファレンスセンターで、

大きなホールに大きなスクリーンと快適な環境で

した。講演会の内容は大きく分けて以下の3つの

カテゴリーに分かれており、理論・技術面から実

践面へとプログラムが進められました。

(1) プロテオミクスの最新技術

岩松明彦先生「質量分析による蛋白質の同定率

の持つ意味とその向上法」

梶裕之先生「糖タンパク質の大規模解析」

高尾敏文先生「修飾タンパク質の質量分析」

藤博幸先生「共進化情報を利用したタンパク質

間相互作用予測」

(2 )  プロテオミクスの応用

早野俊哉先生「巨大複合体のプロテオミクス解

析」

中山敬一先生「翻訳後修飾プロテオミクスから

見えてきた意外な新事実」

石濱泰「定量的組織プロテオーム解析法の開発

とその応用」

(3 )  プロテオミクスによる脳研究

貝淵弘三「シグナル伝達分子と軸索伸長制御の

分子メカニズム」

五十嵐道弘「成長円錐のプロテオミクス：その

意義と展望」

稲垣直之「プロテオミクスを用いた脳神経回路

網形成の分子機構の解析」

荒木令江「病態プロテオミクスによる脳疾患の

解析」

下濱俊「アルツハイマー病のプロテオミクス」

一方、聴衆の方々はおそらくプロテオミクスの

ディベロッパーまたはユーザーに分かれていて、



2006  No.1 神 経 科 学 ニ ュ ー ス（8）

それぞれの立場から各々の研究へのプロテオミク

スの適用可能性を考えながら講演を聴いていたの

ではないでしょうか。

前半の技術面の講演では、質量分析システムの

威力にただただ目を見張るばかりでした。タン

パク質という高分子物質の質量同定における正

確性や感度の向上はもはや当然のことで、さら

に定量性を持たせることも既に実用化されてい

るという。それだけに実験の成否は、分析シス

テムなどのハード面よりも、むしろサンプル調

製の良し悪しというユーザー側の技量に大きく

依存しているようです。また、タンパク質の翻

訳後修飾の解析も盛んで、私の大学院当時の研

究も紹介されてうれしい限りでした。翻訳後修

飾はゲノム情報からは読み取ることが困難であ

ることから、今後のプロテオミクス技術が進む

べき方向性の一つを示しているように感じられ

ました。

講演会の中盤は、前半で見てきた最新技術の具

体的な適用例がいくつか紹介されました。タン

パク質複合体の構成因子の同定・チロシンリン

酸化タンパク質の網羅的解析・タンパク質発現

の生体組織間での定量解析といった、いずれも

現在の技術を遺憾なく発揮した魅力的なテク

ニックです。プロテオームは非常に高感度な質

量分析システムを利用しているため網羅的な同

定が可能な分、非特異的なノイズも大きいので

はないかと思っていましたが、いずれのデータ

も共通して非常にきれいだったのが印象的でし

た。とはいえ、これらは膨大な予備実験を通し

て得られたノウハウの蓄積の賜物であり、今の

ところ一部の研究室でのみ実現可能な実験と

いったところでしょうか。

後半は、プロテオミクスを利用して実際に脳科

学で実績をあげられている先生方の講演でした。

ここでは技術面より実践重視であり、従来型の

研究では見えてこなかった面白い現象や新規分

子が次々と見出されていました。ただ、数百個

もの候補タンパク質が一挙に同定できるのはい

いのですが、それらをどう料理するかが問題で

す。タンパク質の同定が包括的である以上、あ

る程度は包括的に解析する方法の樹立が重要で

あると感じました。さもなければ、プロテオミ

クスは単に候補分子を列挙するだけのツールに

なってしまい、その後の解析はそれぞれの研究

者の視点と勘にたよって面白そうな分子を選び

出すといった従来型の研究手法と変化がなく

なってしまいます。

全体を通して思ったことは、技術分野は今後も

進めば進むほど良いとは思います。しかしせっ

かく技術が進んでも、脳神経科学を含めた各分

野への応用がまだまだ追いついていないところ

に現在の問題があるように感じました。今のと

ころ技術の進歩よりも定着を図るのが先決だろ

うか。そうしないと、いつまで経ってもプロテ

オミクスは「素人にはちょっと垣根が高い感じ」

という印象ばかりを与え、数年後にはマニアッ

クな一分野になってしまいかねないと思います。

そうならないためにも、プロテオミクスで何が

できるのかということに対する(特にユーザー側

の)正確な理解が必須であり、今後のプロテオミ

クスを用いた脳科学研究の発展の核心を占める

のではないかと思いました。そういった意味で、

今回の講演会は技術と応用の出会いの場として

非常に有意義であったと思います。
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CREST第一回公開

シンポジウム印象記

   東京大学医科学研究所基礎医科学部門

   神経ネットワーク分野　

渡部文子

2005年11月19日、永田町の都市センターホテルに

て科学技術振興機構の研究領域「脳の機能発達と学

習メカニズムの解明」第一回公開シンポジウムが開

催された。この領域はその名の通り、遺伝的あるい

は環境的要因によって発達脳がいかに機能修飾さ

れ、また脳障害などから回復するのかといった過程

に焦点を当てて研究を行うものであるが、特にこれ

らの課題を、例えば近年飛躍的な発展を遂げた非侵

襲的計測手法を用いて、ヒトの脳機能発達や学習に

ともなう変化、といった切り口から大胆にアプロー

チを試みる発表が中心であるのが画期的であった。

また発達脳や精神・神経の障害からの回復機序の解

明を目指すという観点からか、教育関係者やリハビ

リ関連の方々の参加も非常に多かったようで、様々

な角度からのカラフルな質疑応答があったことも、

基礎科学の学会や班会議とは異なる新鮮な印象で

あった。

特に最初の演者である京都大学の櫻井芳雄先生のお

話｢脳で動かすもう一つの身体　―ブレイン・マシ

ン･インターフェイスの可能性―｣は、社会的なイン

パクトもある大変興味深いものだった。櫻井先生の

グループでは、新しい介護システムの開発から神経

回路網の可塑性の解明などまで視野に入れた、脳の

神経活動だけで機械を動かすシステム B r a i n

Machine Interface (BMI)を研究開発している。その

第一段階としてまずある課題を正しく遂行中の動物

から多数のニューロン活動を記録し，その活動を出

力とするシステムを構築する必要がある。たとえば

ラットにレバーを押すと水が出るという報酬課題を

与え、レバーを押している間の脳のシグナルを計

測、それに対し水を出すという出力系を設定する

と、ラットはレバーを押すことを考えるだけで水が

出てくることを学習し、レバーを押さなくなる。ま

た、のうである協調的なシグナルを出せば報酬がも

らえるような課題では、ラットは30分で無駄な動き

を止め、ニューロン活動が上がり、報酬を手に入れ

ることができた。このようなBMIシステムの構築に

より、高齢脳でも学習能力や可塑性が十分あること

を証明できる可能性が示唆される。なぜなら高齢に

なると運動機能が衰えているために信号が運動器官

に届いていても体が動かせず、そのことにより脳の

活動も下がる、ということが考えられるからだ。高

齢個体の衰えた運動出力系をBMI　により機械出力

系に置き換えることで、高齢・若齢脳でのニューロ

ンの活動変化、活動タイミング、シナプスの構造的

変化などについての解明が可能になるのみならず、

高齢化社会における脳機能回復などリハビリテー

ション医学にも大きな可能性を開くアプローチであ

るとの印象を受けた。

また理化学研究所のヘンシュ貴雄先生は、｢経験で変

わる若き脳｣というタイトルで、若年期の可塑性の

臨界期に関する興味深い知見を紹介された。ヘン

シュ先生は、哺乳類の発達期に起こるシナプス結合

の形態的変化について研究されている。ヒトを始め

とする哺乳類では｢臨界期｣と呼ばれる生後の限られ

た時期にシナプス入力間の競合により不要なシナプ

スが除去され、ネットワークが精緻化される現象が

ある。ヘンシュ先生らはこのシナプス可塑性につい

て視覚系を用いて研究し、この変化には抑制系の神

経伝達物質であるGABA の伝達効率が深く関わっ

ていることを発見した。すなわち臨界期の開始は

GABAの伝達効率が上昇することで引き起こされ、

従ってジアゼパムなどの薬剤で類似した状態にする

と臨界期を早められたり引き起こせたりすることが

わかった。そして、臨界期を調節するのは数多くの

抑制性介在ニューロンのうち、大型Basket Cell で

あることをつきとめた。これらの成果は視覚系にお

ける臨界期の開始や終了といったタイミングの制御

機構の理解に留まらず、脳の正常な発達やそれにと

もなう学習メカニズム、さらには成人における学習

メカニズムの理解にも繋がるものであり、大変に興

味深かった。

さらに国立精神・神経センターの中村克樹先生によ

る「動作理解とコミュニケーション」では、脳機能

画像解析技術を心理学的、行動学的手法と組み合わ

せることにより子供のコミュニケーション機能の発

達における「身体性」に焦点を当てて研究を掘り下

げていた。また東京大学の酒井邦嘉先生による「脳

はどのようにしてことばを習得するか」では、fMRI

などの手法を用いて言語獲得のメカニズムを、特に

母語と第二言語獲得の異同や脳機能に基づく言語獲

得の感受性期やその遺伝因子と環境因子の相互作用

などに焦点をあてて解析することにより、将来的に

は語学教育の方向性までが期待された。富山大学の

西条寿夫先生による「脳は他人の心(感情)をどう理

解するか」では、情動の座といわれる扁桃体の機能

のうちでも、比較的発達の遅い時期に形成されると
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考えられる社会的認知機能に着目し、その発達ある

いは障害発症機構を解析するとともに、情動との繋

がりで宗教の発生にまで考察を深めていたのが印象

的だった。東北大学の大隈典子先生による「ニュー

ロン新生と脳のしなやかな発達」では、長年、生後

すぐの段階で終了すると考えられていたニューロン

の新生が、実は成体でも一部の領域ではおこること

に着目し、ニューロン新生に影響を与える遺伝的お

よび環境的因子を多角的なアプローチを用いて解析

することにより、脳の健やかな発達に必要な因子の

解明に迫っていた。東京大学の多賀厳太郎先生によ

る「赤ちゃんの脳を探る」では、1歳までの乳児の

脳の機能発達と、記憶と行動の発達の機構を明らか

にするために、光トポグラフィーを用いて自然な状

態で大脳皮質の活動を計測することにより、異種感

覚統合、共感覚といったクロスモーダルな可塑性が

重要な役割を担うことが示唆された。産業技術総合

研究所の杉田陽一先生による「色と動きの感覚は生

後に獲得」では幼児期の学習の性質やその神経科学

的基盤を解明するため、サルを用いて色覚や動きな

どの視覚体験を操作することにより、色彩感覚や運

動視までもが経験によって獲得されることを示し

た。自然科学研究機構の鍋倉淳一先生による「障害

脳の回復は発達を繰り返す？」では、子供や脳障害

後の回復期における神経回路機能の機能的再編成に

よる脳機能の変化に着目し、その再編成のメカニズ

ムを解析した。発達期には余剰シナプスの除去や

GABA の興奮性から抑制性への発達変化が起こる

が、各種障害後の回復期にはこれらの神経回路の未

熟期の特性が再び出現することから、障害は発達を

繰り返すという観点から、各種モデル動物を用いて

再生のメカニズムに迫った。自然科学研究機構の伊

佐正先生による「脳の損傷からどう立ち直るか」で

は、神経回路が損傷を受けた後でもおそらくは残存

する回路によって機能代償がおこることから、リハ

ビリテーションによる回復過程のメカニズム解明に

迫った。霊長類モデルを用いて、皮質脊髄路から運

動ニューロンにいたる経路には様々な間接経路があ

り、皮質脊髄路損傷後も訓練によってそれらが機能

回復に貢献することを示すと共に、リハビリテー

ションによる新しい方策の可能性をも示唆した。京

都大学の平野丈夫先生による「小脳の学習機構：分

子から個体まで」では、運動制御を担う小脳におい

て、運動学習の細胞レベルでの基礎過程と考えられ

ているシナプス伝達の可塑性に着目し、その誘導の

分子機構や神経回路活動への作用、また学習行動に

与える影響などを、分子から回路さらに個体レベル

まで多角的アプローチを用いて解析を行うことによ

り、小脳による学習機構を統合的に理解し、さらに

は神経疾患の予防やリハビリテーションなどにも応

用できる可能性を示唆した。

このように多岐にわたるテーマの講演であったが、

どの講演も公開シンポジウムのために一般にも理

解できるよう平易な言葉とイラストを駆使するこ

とによって、科学的な意味・意義付けや価値を全

く損なうことなく、しかも社会貢献という観点も

充分にアピールしている点に感銘を受けた。一日

だけのシンポジウムだと油断していたが、その内

容の濃さにはやや圧倒されるくらいに充実してい

た。後ろの方で聞いていた赤ちゃん連れのお母さ

んらしき方々や、教育関係者や療養関係者らしい

方たちの質疑応答の活発さからも、一般の方々に

もこれらのテーマが充分に理解できる範囲で、か

つ身近に重要な問題であると認識されていること

が痛感された。私個人としては、自分自身の子育

てを振り返ってみてもとても興味を引かれるテー

マが多かったことからも、これらの方々の反応は

共感できるように思う。神経科学はまさに、私た

ち個人を個人たらしめている「脳」というものを

相手にしたサイエンスなのだと、改めて実感して

いる。このような研究分野の一端にいられること

をとても幸せに思うと共に、ともすればワンパ

ターンな思考に陥りがちな日ごろの研究姿勢を

反省し、複合分野としての神経科学に多角的に

柔軟に切り込んでゆきたいと改めて思った。
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INFORMATION

シンポジウム・研究会

　　　　マルチニューロン

　　　　研究会2006　

　　　　「統計学のフロンティ

　　　　アとしてのマルチ

　　　　ニューロンデータ解析」

主催 文部科学省特定領域研究「統合脳」支

援班、研究リソース「マルチニューロン

データ解析支援環境の整備」ワークグルー

プ

共催　独立行政法人科学技術振興機構

ERATO 合原複雑数理モデルプロジェクト、

東京大学21 世紀COE プログラム「情報科学

技術戦略コア」超ロバスト計算原理プロ

ジェクト

日時 2006 年 2 月 20 日(月)～ 21 日(火)

場所 東京大学生産技術研究所総合研究実験

棟(An 棟)

2F コンベンションホール(〒 153-8505 東

京都目黒区駒場 4-6 -1　電話　03-5452 -

6000)

内容　複数の神経細胞から同時に活動を計

測して得られる、マルチニューロンデータ

の統計解析という未開拓な研究領域に対し

て、他分野からの野心的な研究者の流入の

促進を目的とする。今までに神経科学の研

究会に参加した経験の無い研究者の参加を

歓迎する。ベイズ統計の著名な研究者であ

る Kass 教授を招聘し、数理科学研究者のマ

ルチニューロンデータ解析への参加の必要

性を説くレビューおよび最近の研究成果の

発表を行っていただく。

定員 200 名

参加費 無料(20 日の懇親会は有料)

連絡先　京都産業大学工学部情報通信工学

科　伊藤浩之　

電話　075-705-1912　

hiro@ics.kyoto-su.ac.jp

その他　最終プログラム、参加申込などは

URL　http://spike.eng.tamagawa.ac.jp/

multi/index.html　にてご確認ください。

　　　　理研BSI

　　      サマープログラム

2006のお知らせ

理化学研究所脳科学総合研究センター(BSI )

では、2006 年度も脳科学に関心を持った国

内外の若手研究者(大学院生、博士研究員な

ど)を対象としたサマープログラムを開催い

たします。詳細をホームページ(ht tp : //

www.brain.riken.jp/summer.html)に掲載し

ておりますので、ご関心のある方は是非ご一

読ください。ご応募をお待ちしております。

サマープログラムには、2ヶ月間 BSI のひと

つの研究室に滞在し、研究を実体験するイン

ターンシップコースと、2 週間のレクチャー

コースという二つのコースがあります。今年

のレクチャーコースは“Dynamical States

in the Brain”というテーマで開催されま

す。

開催期日：(チェックインとアウトは其々前

日と翌日になります。)

＜インターンシップコース＞

2006 年 6 月 28 日～ 8 月 28 日

＜レクチャーコース＞

2006 年 7 月 25 日～ 8 月 4 日

講師陣：

Yehezkel Ben-Ari　The Mediterranean 　　

Institute of Neurobiology

I-han Chou Nature
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Richard Frackowiak  University College 　　

　　　　　　 London

Tomoki Fukai　　RIKEN BSI

Stefano Fusi　　Columbia University

Anthony Grace University of Pittsburgh

Kristen Harris　Medical College of 　　　

　　　　　　　　 Georgia

David McCormick Yale University

Alex Reyes New York University

John Rinzel New York University

David Sheinberg Brown University

Shinsuke Shimojo　Cali fornia Inst itute

　　　　　　　　of Technology

Jun Tani RIKEN BSI

Ofer Tchernichovski City College of

New York

Matthew Walker University College London

Matthew Wilson RIKEN-MIT Neuroscience

Research Center

場所：　理化学研究所　脳科学総合研究セン

ター( 埼玉県和光市)

申込締切：　2006 年 2 月 28 日(必着)

参加申込み・問い合わせ先：

〒 351-0198　埼玉県和光市広沢 2-1

理化学研究所　脳科学総合研究センター　サ

マープログラム実行委員会

http://www.brain.riken.jp/summer.html

FAX: 048 (462) 4914    E-mail:

info@summer.brain.riken.jp

　　　　千里ライフサイエンス

　　　　セミナー

　　　　「クロマチン・ダイナ

　　　　ミックスと高次生命現

　　　　象」

日時：平成 18 年 3 月 15 日(水)10:00 ～ 17:00

場所：千里ライフサイエンスセンタービル 5

階ライフホール

着眼点：クロマチン研究の進展が著しい。ク

ロマチンをなすDNA と蛋白質の生化学的修飾

の詳細のみならず、それらの修飾状態が、発

生、分化、老化、がん化といった生理的・病

理的過程にどのような役割を果たすのかが今

日の研究の焦点である。その成果は、成人病

やがんの治療薬開発に大きく貢献するであろ

う。

クロマチンと高次生命現象の関連について

最先端の研究者よりお話をうかがう。

コーディネーター：

京都大学大学院生命科学研究科 教授　石川

冬木

プログラム：

1 . ヒストン修飾とクロマチンダイナミクス

を結ぶ点と線

京都大学医学研究科　先端領域融合医学研

究機構　科学技術振興教授　木村 宏

2. Nucleosomal Histone Kinase-1 による

ヒストンH2A のThr 119 のリン酸化とその意

義

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　

教授　伊藤 敬

3 . ゲノムインプリンティングの機構と個体

発生

国立遺伝学研究所　人類遺伝研究部門

教授　佐々木 裕之

4 . 人工染色体ベクターを用いた細胞機能の

制御

藤田保健衛生大学総合医科学研究所

講師・プロジェクトリーダー　池野 正史

5 . 細胞記憶の維持と破綻

京都大学ウイルス研究所　感染症モデル研

究センター　教授　眞貝 洋一

6 . ＤＮＡメチル化による胚発生エピジェネ

ティクス制御

理化学研究所　発生・再生科学総合研究セ

ンター　チームリーダー　岡野 正樹

定員：300 名

参加費：

　会員(大学・官公庁職員、当財団の賛助会

員)3 ,000 円、

　非会員 5,000 円、学生 1,000 円

申し込み要領：

(1 )氏名、〒、所在地、勤務先、所属、電話

およびFAX番号を明記の上、郵便、FAX又は

E-mail で下記宛お申込み下さい。

(2 )事務局より受付の通知を返送いたします

ので、通知書に記載した振込先口座に参加

費をお振込み下さい。
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(3)入金を確認後、通常2週間以内に領収書兼参

加証をお届けいたします。

申込先：

(財)千里ライフサイエンス振興財団セミナー

(Ｖ 3 )事務局

〒 560-0082

大阪府豊中市新千里東町 1 - 4 - 2

千里ライフサイエンスセンタービル 8 Ｆ

TEL：06-6873-2001 FAX：06-6873-2002

E-mai l：fuj isawa- lsf@senri - lc .co . jp

URL：http://www.senri-lc.co.jp

　　　　早稲田大学人間総合

　　　　研究センター

　　　　シンポジウム

　　　　「スポーツと脳機能」

＜要項＞

日時：

2006 年 3 月 17 日(金)12：30 ～ 18：30　講演・

シンポジウム，16：40 ～　懇親会

(事前登録不要、参加費無料)

場所：

早稲田大学　国際会議場   井深大記念ホール

〒 169 － 8050　新宿区西早稲田 1 － 6 － 1(地

下鉄東西線：早稲田駅　徒歩 5 分，JR 山手

線・西武新宿線：高田馬場駅　徒歩 20 分，都

バス：高田馬場駅－早大正門)

主催：早稲田大学人間総合研究センター

共催：早稲田大学スポーツ科学学術院

問い合わせ先：

スポーツと脳機能シンポジウム準備委員会事

務局

早稲田大学スポーツ科学学術院内　内田 直

〒 359‐1192　

埼玉県所沢市三ヶ島 2‐579‐15

Email:　sunao@waseda.jp

Tel :  04 -2947-6771(準備委員長：内田 直) ,

04-2947-6809(事務担当：宮崎 真)

プログラム：

特別講演

丹治 順　　(玉川大学)　「アクションをも

たらす脳の高次機能」

教育講演

佐々木 由香(Harvard 大学)「MRI を用いた脳

機能研究のテクニック」

シンポジウム

大築 立志　(東京大学)「熟練スポーツ動作

の脳制御」

彼末 一之　(早稲田大学)「複数肢協調動作

の制御機構」

宝田 雄大　(早稲田大学)「力の知覚に一致

した一次運動野の活動性 一 fMRI による研

究」

内田 直　　(早稲田大学)「脳画像研究とス

ポーツ」

誉田 雅彰　(早稲田大学)「感覚タスクに基

づく動作プランニング機構」

正木 宏明　(早稲田大学)「事象関連電位に

よるアクションモニタリング機能の研究」

中島 八十一(国立身体障害者リハビリテー

ションセンター)「スポーツから脳を護る 一

高次脳機能障害との闘い一」

　　　基礎生物学研究所研究会

　　　「大脳皮質の発生と

　　　機能構築」

趣旨：

　大脳皮質は細胞分化、細胞移動、回路形

成、環境との相互作用、系統発生など神経

生物学の課題を研究するのに興味深い系で

あります。本研究会では、発表・討論を通

じてより深い理解と展望を得るとともに、

大脳をはじめとした中枢神経系における発

生学的・生物学的研究をさらに発展させる

ことを趣旨とします。

尚、会場の収容人数に限りがありますので、

参加希望の方は世話人までメールでご連絡

ください(先着 50 名まで)。
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場所：岡崎コンファレンスセンター(岡崎国

立共同研究機構内)

http://www.occ.orion.ac.jp/

時：2006 年3 月16 日午後1 時～3 月17 日夕刻

講演者：

一戸紀孝 理化学研究所

川口泰雄 生理学研究所

小峰由里子 基礎生物学研究所

佐藤　真　 福井大学

下郡智美 理化学研究所

田辺康人  三菱化学

玉巻伸章　 熊本大学

畠中由美子 筑波大学

久恒 辰博 東京大学

平田たつみ 遺伝研

Hensch, Takao 理化学研究所

仲嶋一範 慶応義塾大学

中村　俊　 精神神経センター

宮田卓樹　 名古屋大学

村上富士夫 大阪大学

八木　健 大阪大学

山本亘彦 大阪大学

吉村　由美子　名古屋大学

渡我部昭哉  基礎生物学研究所

世話人　　山森哲雄　基礎生物学研究所

参加申し込み・問い合わせ先：

山森哲雄

National Institute for Basic Biology

Division of Brain Biology

38 Myodaijicho

Okazaki, 444-8585

Japan

email: divspe1@nibb.ac.jp

　　　　公益信託　

　　　　時実利彦記念賞

　　　　平成18年度申請者の

　　　　募集について

当基金は、下記要項により 18 年度申請者の募

集を致します。

記

1．趣　　旨

脳研究に従事している優れた研究者を助成し、

これを通じて医科学の振興発展と日本国民の

健康の増進に寄与することを目的とする。

2．研究テ－マ

脳神経系の統合機能及びこれに関連した生体

の統合機能の解明に意義ある研究とする。

3．研究助成金

「時実利彦記念賞」として賞状及び副賞(研究

費)100 万円を授与する。

4．応募資格

原則として 55 歳以下とする。

5．応募方法

所定の申請書に必要事項を記入し、主要論文

のうち代表的なもの 3 篇以内の別刷一部を添

付の上、下記事務局宛送付する。

・申込締切日　平成 18 年 3 月 17 日(金)必着

・申請用紙は、下記事務局宛請求する。

＜公益信託　時実利彦記念脳研究助成基金事

務局＞

〒 100-8212　

東京都千代田区丸の内 1 － 4 － 5

三菱ＵＦＪ信託銀行ﾘﾃｰﾙ受託業務部

公益信託ｸﾞﾙｰﾌﾟ　担当　宮下

℡ 03-3212-1211 内 3374 Fax03-6214-6253

E-mail:masahiro_miyashita@tr.mufg.jp

研 究 助 成
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公　　　募

　　　　京都大学再生医科学

　　　　研究所　

　　　　JST-ICORP膜機構

　　　　プロジェクト研究員

　　　　募集

募集人数：2 名程度。雇用期間：最長で2010 年

3 月末日まで。研究分野：外部入力依存的な神

経回路網形成／シナプス形成の制御機構。　

海馬細胞培養系、DRG培養系などを用いて研究

しています。我々のアプローチの特徴は、1 分

子観察・操作の手法を、従来からの神経科学・

分子生物・生化学・の方法と組み合わせている

ことです。現在、神経科学／生化学／分子生物

／細胞生物／シグナル伝達分野の研究者で、1

分子観察／操作の方法を身につけて研究に生

かしたい方を求めています。本研究室では毎

日多くの研究者が、生細胞中で一分子追跡し

たり、1 分子の操作をするというような実験を

おこなっており、これらの手法を学ぶのに理

想的な環境です。これらと今までに身につけ

てこられた手法を組み合わせて利用し、シグ

ナル依存的なシナプスの強化機構、i n i t i a l

segment での拡散抑制機構、それらへのRasや

他の低分子量Ｇタンパク質・ラフトの関与、な

どの研究などを推進して下さる方、を求めて

います。

着任時期：随時。来春 4 月可。提出書類:  ( 1 )

履歴書  （2) 論文リスト , 学会発表のリスト

(3 )  主要論文 ,  総説等の別刷  ( 4 )  現在まで

の研究の概要と今後の抱負(各 500-1000 字)(5)

所見を求め得る方の氏名・連絡先( 2 名程度)。

締切：2006 年 3 月末日まで随時。但し選考はす

ぐに開始しポストが埋まったら終了。

連絡先：〒 606-8507　京都市左京区聖護院川

原町 53　京都大学再生医科学研究所

　科学技術振興機構 ICORP 膜機構プロジェク

ト　楠見明弘　

電話: 075-751-4112  Fax: 075-751-4113

e-mail : akusumi@frontier.kyoto-u.ac.jp

　　　　神経科学ニュースへの

　　　　原稿を募集しています
　　

求人情報、学会・シンポジウムの案内、助成

金の案内のほかにも、学会への提言、研究雑

感、学会見聞録、書評等神経科学の発展につ

ながるものであればどのようなものでも結構

ですので以下の要領でお送りください。

1 . 原稿は電子版のみを受け付けています。

原稿は電子メール添付ファイルでお送り下さ

い。

a.受付可能なファイル形式はWord、EG Word

（11 以前）、KacisWriter です。それ以外にも

或る程度対応可能ですが、事前にご相談くだ

さい。また作製に用いたアプリケーションに

関わらずHTML, rtf ファイルは受付可能で

す。テキストファイルも可ですが、その場合

メール本文に埋め込んでください。

b.画像ファイルはPICT、JPEGまたはTIFF

ファイルで、可能な限り圧縮して本文とは別

のファイルでお送りください。

c . 求人情報、学会・シンポジウムの案内、助

成金の案内に関しましては、A4 2 段組で刷り

上がり 1/4 ページを単位として作製してくだ

さい。なお、フォントは原則として、タイトル

には14 ポイント、本文には10 ポイントをご使

用ください。

2 . 校正は行いません（お送りいただいた

ファイルをそのまま利用します）ので、誤り

の無いことをお確かめの上、原稿をお送り下

さい。

3 . ニュースへの掲載は１回のみとさせてい

ただきます。

4 . 求人情報、学会・シンポジウムの案内、

助成金の案内などは特に御希望のない限り、

神経科学会のホームページにも掲載します。

記事の長さに制限はありませんが、可能な限

り簡潔におまとめ下さい。長すぎる原稿は一

部割愛させていただく場合があります。

5 . 他のサイトへのリンクは原則としておこ

なっておりませんのでご了承ください。

そ　の　他
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6 . 締切は通例偶数月の月末 25 日ですが、都

合により変動することがあります。

7 . 掲載料は不要です。

8 . 原稿の送付の宛先は以下の通りです。

news@jnss.org (担当　白尾智明）宛お送り

ください。

編 集 後 記

発行：広報委員会

狩野方伸（委員長）

白尾智明（ニュース編集小委員会委員長）

真鍋俊也（電子化推進小委員会委員長）

柚b通介（ホームページ担当小委員会委員長）

皆様、新年明けましておめでとうございま

す。振り返って見ますに２００５年は激動

の年であったと思うのですが、津本会長の

巻頭のご挨拶にもあるように、２００６年

はさらに厳しい年になるようです。日本の

政策決定がトップダウンになってきて、科

学技術政策の決定も一部の偉い先生にだけ

任せておけば良いのかと思っていたのです

が、あにはからんや、かえってアンケート

調査やアウトリーチ活動などを通じた我々

一研究者の小さな努力の積み重ねの上にな

りたつと言うことのようで、ますます大変

になってくるようです。しかし逆にやりが

いを感じるのも事実です。

今月号には、ハーバード大学の山形先生か

らの提言が掲載されています。神経科学

ニュースの誌上を通じて種々の意見交換が

行われ、ボトムアップで学会の意志という

ものが作られる一助になれば、ニュースの

編集を担当しているものとしては幸いで

す。

私もこの神経科学ニュースの編集を担当す

るようになってからほぼ１年が過ぎまし

た。毎回奇数月の第一週は、編集委員の

方々にお手伝い頂いて、ニュースの校正に

勤しんでいるのですが、先月は自分の編集

後記に記名することを忘れてしまうなどの

体たらくで、校正というのはなかなか難し

いものだと痛感しています。また原稿や写

真の入れ方のちょっとした違いによっても

読みやさが大いに変わるなど、まだまだ検

討の余地があり、編集委員一同さらにいっ

そう努力をしていく所存です。しかし、神

経科学ニュースをいっそう充実させるため

には、なんと言っても内容を充実させる必

要があり、会員の皆様からご意見やアイデ

アをお寄せ頂けることを期待しております

ので、どうぞよろしくお願い致します。最

後になりましたが、２００ 6 年が皆様に

とってよい年になりますようお祈り申し上

げます。（白尾記）








